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盛土材は、花崗岩起源の砂質土か

らなる。
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砂質土

)
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造成盛土。盛土材は、堆積岩起源

の粘性土からなる。
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灰

細粒砂主体。細粒分を多く混入す

る。含水多く非常に緩い。
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頁岩風化残積土。風化により粘土

化が著しい。
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頁岩風化残積土。風化により土砂

化し土棒状コアにて採取される。

固結粘土状を示す。
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状コアにて採取される。固結粘土

状を示す。以深は、10～15cmの短柱

状コアにて採取される。岩質は、

やや軟質で、ハンマーの打診で濁

り音を発する程度の硬さである。
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・本資料は、工事等により現況と整合しない場合があり、現在の位置関係や地質状況などを特定するものではありません。
・本資料は、参考データとして利用し、現在の地質状況は、再度ボーリングを行う等して確認をお願いします。




